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皮 内「オプ ソニ ン」最大 産生ヲ 指標 トナセル

各種結核 菌製劑 ノ比較

第18報 同一試獣(個 髄)二 於 ケル敷 力ノ比較

(全篇 ノ糸恩書舌)

京都帝國大學醫學部外科學研究室(鳥 潟教授指導1

大學院學生 酵 士 嘉 ノ 海 武 夫

緒 言

研究ノ方法及ビ目的

コ 。*氏 ノ菖「ッベ ル クリン1ラ 始 メ トシ、多数

ノ結核免疫元 ガ斯界 二提供 セラ レタ リ。然 レド

モ此等個 々 ノ製剤相互間 二於 テ敷力上 ノ比較研

究ガ途 ゲラレザル限 リ、個 々 ノ製剤 ハ軍 ナ ・レ孤

立的 ノ存在 二過 ギズ、從 テ其虐 二何等 ノ進歩 ラ

モ見出 シ得ザ ルモ ノナ リ。

普通冤疫元 ノ妓 力テ比較 スル ニハ、免疫元 尋以

テ動物 二前慮置 テ施 シ、一定期 日 ノ後.血 中産

生特殊抗禮 ノ強度 ラ比較 スルカ、或 ハ同名菌乃

至毒素 テ以 テスル感染乃至 中毒 二耐過 スル事實

二立脚 うテ所謂活動性免疫 テ検 スル モ ノナ リ。

然ルニ人型結核菌 ニモ種類甚 グ多 シ。故 二各種

ノ結核菌製剤 テ比較 スル ニ當 リ個 々 ノ製剤 ノ出

登材料 タル詰核菌 ト感染用結核菌 トガ相近似 ス

ルカ又ハ慧隔 スル カニ依 リテ、其 間 二起 ル免疫

學的反慮 ハ或 ルモ ノー・ハ有利 二、或 ルモ ノーハ

不利 二現 ハルベキナ リ、帥 チ製剤調製 出叢 材料

タル菌型 ト感染 検査材料 タル菌型 トノ相違 二依

テ起 ル不 公李 ハ免 レ得 サルナ リ.

上述 ノ如 キ不 公卒 ノ存在 スル上 二、更 二困難 ナ

ルハ試獣 ノ個性 ノ相違 ヨリ來 ル不 公李 ナ リ。即

チ各種可検免疫元 ノ敷力 ノ比較 試験 テ同一試獣

二就 テ途行 スルコ トハ不可能 ナ リ.普 通 ノ試験

ニ テハ撒頭 ノ試獣 二就 テZF均 値9求 ノ.試 獣 ノ

敷 ガ大 ナ レパ大 ナル程多 々盆 々眞 二近 キ結果 テ

得 ・しモ ノト考 ヘ ラル。 然 レドモ猶 且 ツ試獣 ノ個

性 ノ相違 ヨリ來 ル誤差 テバ絶封 二除外 シ得 ザル

ナ リ。

他方比較 セ ラルベ キ製剤 ノ用量 ラ如何 ニスベ キ

カ ノ黙 モ亦 ター ツ ノ問題 ナ リ。或 ル共通的 ノ軍

一量 ノミノ使 用ニ ヨリテ製 剤 テ比較 スル コ トノ

不合理 ナルハ既 二明 カナル所 ニ シテ、從來鳥潟

教授 ノ教室 ニ テハ使用量 弓少 ク トモニ段 二愛 化

セ シメテ以 テ反慮 ノ位相 ラ明 カー シ、比較 ノ ー

ツ ノ根櫨 ト ナ 入 テ 以 テ實験 操作 ノ原則 ト爲 セ

リ。

以上述 ベ タル ガ如 ク結核菌成剤 ノ敷 力 ノ比較 ハ

種 々 ノ條 件 二左右 サ レテ眞 ノ免疫元性能優 力 ノ

比較 ハ甚 グ困難 ナルモ ノナ リ。

然 ルニ余等 ノ實験 航去二採 ル時 ハ上記'不 ゴこ雫

ハ殆 ン ド全 ク除外 セ ラル。

9Pチ 「使用量 ヨ リ來 ル不 公4き ⇒除 去 スル篤二余

等 ハ先 ヅ個 々 ノ製 剤 二就 テ試 黙 号1乞害中毒`い レ

コ トナ クシテ而 シテ最大 「オ'・'ノニ ンゾ 産 生二

必要 ナ ・レ如 キ使 用量及 ピ使用時間 ⇒検 ㍉ 斯 カ

ル條件 ノ下 二於 テ産 生+レ タル最大限度 ノ ーオ
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ずソー ン」償 ア以 テ比較 ノ封照 トノ唾 リ。換 言

λ レハ各種 月埴疫 元 ナシ テ各 白・・成 シ遂 ゲ得 ル

最 メ(ノt6疫 尼牲能 働 カ チ遺憾 ナ ク紺lllセ シメb

其 結 果∴就 ア優 劣 ノ比較 ナ試 ヒタ リ。

『製荊 調製 ノ出焚 材料 タル菌 型 ト感染検査材料

タル菌型 トノ相 互親疎 ノ1肺1係=.ヨ リテ起 ル不公

小』ラ除 外 ヘル1馬二余等 ハ武 野氏 二倣 ヒ(結 核第

11'Ek、 嬉11號 、 第979i:V感 染梅 査材料 允結

牛亥菌}使 川 ヘル1ト ナク、去11プ任意.二選 ハ レタ

ル ・定株 ノ黄色葡萄状球保iア使 用 シ、之 ∴封 ス

ル非特 殊性 「オブソニ ニ」産 生 ヲ検 シテ比較 二供

シタリ。

此 ノ方法 二依 レバ各製剤製造 ノ出准結核菌 ガ如

何 ナル型 デアルカ叉ハ如何 ナル類族性 ラ示 スカ

ニ全 然關係 ナキ任意 ノ他 ノ細菌(此 塵 ニテハ黄

色葡 萄状球菌1テ 持 チ來 リテ ソレニ向 ツテ ノ「オ

ブソニン」が如何 ナル程度 二獲 生 シ居 ルヤテ比 較

スル コ トナ レ バ 牽 モ『免疫元出綾材料 タル結 核

菌』ト検査 材料 タル 『被喰熾結核菌』 トノ間 二種

族性 ノ親疎 ハ問題 トナ リ得 ズ、 冤疫礎 生 テ目標

トスル貼 二於 テ全 ク公李 ナル判断 ラ下 シ得 ルモ

ノナ リ。而 シテ非特殊性 晃疫 提度 ト特殊性 免疫

程度 トハ毎常一致 ス ル ガ 故 二甲 テ以 テ乙 ラ律

シ、 マ タ乙 テ以 テ甲 テ律 シ得 ルモ ノタル コ トハ

既二充分 二立謹 セ ラレタ ル 所 ナ リ(八 田捨二、

春野静郎、武 野周一、林勝長、 桑原 下學)。

『試獣 ノ個性 ノ相違 ヨリ來 ノレ不 公李」ラ除外 スル

1忌 一ハ余等 ハ既 二第1報 以來實験 方法 トシテ探

川 シ來 レル所 ノ1司一一試 獣 ノ任意 ノ藪 ケ所 ノ皮膚

一7不iJJIIセリ
o

余1亨ハ第1報 二於 テハ最大 「才プソ∴ン」産生 二

必要 ナル結核 免疫 元軟膏 ノ貼用時間 ハ14時 間

ナル 】トテbtL,Kf.シ、 第2報 ヨ リ第17報 マデニ

於 ノハ貼 川時間 テ24時1閉 ・一限定 シテ軟膏 中二

於 ケル各製剤 ノ含Ill・ラ 検 シタ リ。EPチ 最大「オ

プソ ーづ ノ㌍1馬 必 要 ナ ル 使用ll:及 ピ ソレニ依

ア示 サレタル最大 財 ブソー ン」係鍬 テ明 カニセ

リ。

然 レ ドモ此窄 各製剤 ノ最大 「才ブ ソニ ン」係薮ハ

家 兎3頭 ・卜均 二依 テ求 メ ラレタル値 ナ レバ尚ホ

絶 封 二試蹴 ノ個性 ノ相違 ハ除外 サ レタルモ ノニ

非 ズ。故 二此値 テ以 テ比較 テ行 ヒタ リト錐 モ ソ

バ必 ズ シモ公李 ナルモ ノ ト云 ヒ得 ザルナ リ。

舷 二於 テ余等 ハ 更 二進 ンデ第3報 ヨリ第17報

マデニ於 テ決定 サ レタ ル 各製剤 ノ最大 「オプソ

ニ ン」産 生 二必要 ナ ル 軟膏量 テ再 ピ同一家兎 ノ

皮膚 二排列貼用 シテ、當該皮 膚 局所 二産生 サ レ

タル最大限度 ノ「才ブ ソニ ン」ノ大 小 二依 テ比較

テ行 ヒ、試獣 ノ個 性 ノ差 テモ全然除外 シタル眞

二嚴正 公ZFナ ル結 果 ラ求 メ ントス
。是 レ本研究

ノ目的 ナ リ。

6

實験材料

(1)實 験動物

禮重2冠 以上ノ白色健常家兎、個 々別々二飼養

ス^

(2)各 種 免疫元軟膏

第3報 ヨ リ第17報 マデ ニ於 テ明 カニサ レタル

最大 「オ プソニ ン」産生 二必要 ナ リシ各製剤 ノ原

液軟膏 ト同一 ナル含有量軟膏 テ新 二調 製 ス。軟

膏調製 ニハ無 水 「ラノリン」25.白 色 「ワゼ リン」

5ノ 比 二混 ジタル軟膏基質 中 二 最大 「オ プソー

ン」産生 二必要 ナル ダケ ノ規定 ノ割合 一免疫元

ラ徐 々二混和 スル モ ノナ リ。

1.結 核菌 「コクチゲ ン」軟膏(65%)

鳥 潟 免疫研 究所、 昭和9年2月1日 製造(有 赦

期 間1ケ 年)ノ 結核菌 「コ クチゲ ン」テ以 テ65%

ノ軟 膏 テ調製 ス。

2・BCG軟 膏(65%)

5%「 グ リセ リン」加肉汁 二1ケ 月培 養 ノBCG

菌 テ滅菌 生理的 食盤水 二浮游 セ シメ(1.Oce二 封

シ1・0冠 ノ割合)之 テ囁氏70度 ニテ30分 間 煮

沸 シテ殺菌 シタル後65%ノ 軟 膏 トナス。
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3.AO軟 膏150%1

大 阪有馬研究所 、昭和9年1月4日 製造 ノAO

第3號 液 ラ使用 シテ50%ノ 割 合 二 軟膏 ラ調製

ス・0

4.コ ホ氏無蛋 白質 「ツベルクリソー1軟膏1509の

北里研究所 、 昭和8年12月11日 製 造 侑 故期

間1ケ 年)ノ コ=二墨無蛋 白質 「'・ベ ル クリン」e

使 用 シ50%ノ 軟膏 子調製 ス。

5.志 賀感作結核 「η ケチーj軟 膏165つ

北里研究所 、昭和9年S月10日 製 造 ノ志賀結

核感作「ワクチ ン」第VI號 ラ以 テ65・1軟 膏 テ調

製 ス。

6.r・ ・...ルクロス トロー ミ)」軟膏 ㌧1〔1倍稀繹

50%)

百瀬結核研究所、 昭和8年11月27日 製 造1有

数期間1ケ 年、、 「ツベル クロス トロー ミン」第

3號 液9使 用 シ、 之 ブ0.5%百 歩1酸加0.S5%

食盛水・7'以テ10倍 二稀葎 シタル後50%ノ 軟 膏

トナセリ。

7.渡 邊結核 「ワクチ ンー軟膏165つ

北里研究所、昭和8年11月1日 製造(有 妓期間

1ケ 年、ノ渡邊結核 「ワクチ ン」第2號 液 テ以 テ

65%ノ 軟 膏 テ調製 ス。

8.最 新 「ッベル クリン」軟膏15陪 稀繹50!ゆ

大阪血清薬院、昭和8年12月5日 製造 侑 敷期

間1ケ 年、ノ最新 「ツA'iル ク リン」テ0.5%石 炭

酸加0.85%食 盛 水 ヲ以 テ5倍 二稀繹 シタル後、

507∫ノ軟膏 トナス。

9・ 薔「ツベルク リン」(バー クデヴ'人)軟 膏(5

倍稀澤40%)

アメリカ、 バー クデヴ{ス 會杜製薔 「ツベル ク

リン、(使用期限1939年3月10則 テ0.2劣 石

毅酸加0.85%食 盤 水 テ以 テ5倍 二 稀繹 シタル

後40%ノ 軟膏 トナ ス。

10・ 混合「ッベル クリ ン」軟膏(5倍 稀繹50%)

大阪血清藥院、昭和9年3月7日 製造(有 数期

間1ケ 年)ノ 混合 「ツベル クリン」ヲ0.5%石 炭

酸加0.85%食 盤 水 テ以 テ5倍 二 稀繹 シタル後

50%ノ 軟 膏 トナス。

ll.c・ ソベ ・しクリづB.E.軟 膏61,;i,:)

ア メ リカ、 バー クデ・ン1λ 會就製遺 ノ 「ツベル

クリン、B.E.(使 用期隈1939年1{月21,H)ラ

使 用 シテ50%ノ 軟 膏'調 製7・。

12.・ ・べ,し'7リ}」T.R.軟 膏15〔レ3

ア メ リカ、 ハー ケデヴ,λ 會肚製遺 ノ 「ツペ ル

クリン、T.R.使 用期限1939年4A1011)ラ

使 用 シテ50二 ぢノ軟膏 手調製 へ。

13.新 「・ソベ ・Lクリン」軟膏 ～5倍 稀秤4U.つ

大 阪 血清藥院、昭和9年1月1(D日 製 造 ・有赦期

間1ケ 年)ノ 新 一"7'・;'ILクリ ン」子2{〕タび グリセ

リン 水ラ以 テ5倍 二稀鐸 シタル後、40%ノ 軟

膏 トナス。

14.向 ベ ル クリづ1傳 研1軟 膏(5倍 稀 葎40

タ5)

大 日4s帝 國政府傳染病研究所、昭和S年9q26

日製 造 侑 蚊期 間1ケ 年)ノ 蕗 「ツベル クリン ラ

0.53二 石炭酸加0.85%食 盛 水A以 テ5倍 二稀葎

シタル後4()タ6ノ 軟膏 トナス。

15.濃 盛 酸睨脂結核 「ワ クチ づ 軟膏c3()つ

大 阪帝國大學 今村 内科、昭和3年12Ll30日 製

造(有 数期間1ケ 年、ノ濃盟酸 腕脂結核 ワクチ

ン」テ以 テ3り%ノ 軟膏 テ調製 ス.

(3)白 血球

腸重300瓦 内外 ノ健常 ナ ル牡 「モルモ,rJノ 腹

腔 内二無菌的中性肉汁約10.Oacラ 注 射 シ、4-

5時 間 後 二腹腔液 テ探取 シ、滲 出液 中 ノ白血球

テ洗條 スル コ トナ ク其盗使用 セ リ。

(4)黄 色葡萄歌球 菌液

黄 色葡萄状球菌24時 間寒天斜面培 養e4).57∫

石炭酸 加0.852∫ 食襲 水 二俘游 セシメ、振i氏60

度_テ30分 間 加熱演 菌 シ タル後、胆脂潟 ・薄

層 テ2回 通過 セ シノs強 力遠 心 シテ上澄液 二牙

離 シ、残留菌 二更 二同一 灸盤 水 ユ加 へ、斯 ク シ

テ洗wa7.,・ コ ト3同 二'iテ 再 ピ任意 量 ノご記 食

藍水 二浮游 セ シメタルモ ノナ リ。 ソ!1.〔1㏄ 中

ノ菌量 ハ鳥 潟教控沈 殿計 一=・テ1)・5「隻目O・ ⑳1)351

タ ラ シメタリ.

(5)皮 宿浸 出液
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皮 膚 「0.5瓦 」二封 シO.5%イi炭 酸 加0.85%食 盟

水 テ 「2.Oc.q」 及 ビ滅 菌 海 砂 「0.8瓦 」 ヲhllヘ テ乳

鉢 中ゐ ノ研 廓 シ、之 ラ強力湛心 シ、殆 ン ド無色

透明 西 シテ租 篭螢石 光 ラ有 スル上澄 テ得。

實籔方法

検査 二供 人ベ キ製剤 ノ敷 ガ15種 類 ノ多数 二 肚

リタル鳥、實瞼 ノ便宜1:此 等 パド記 ノA及 ピB

/2群 二分 チ ナ贋瞼 ラ2回 二分 チ.i・1i'ヘリ。然

シ此際任 意 ノ1ツ ノ製剤(舷 ニ テハ結核菌 「コク

チゲ ン」)ラ雨實験 二共通 二使川 シ、 其 ノ成績 ヲ

基準 トシテ雨實験成績 テ統 一一的 ∴換算 シタ リ。

A群 二使川 セル製剤1欧膏

1.結 核 菌 「127チ ゲ ン」軟膏

2.AO軟 膏

3

4

5

6

7

8

志賀 感作結核 「ワクチ ン」軟膏

渡邊結核 「ワクチ ン」軟膏

蕾 「ツベル クリン」(バニ クでグ」一込)軟 膏

「ツベ ル クリン」B .E.軟 膏

新 「ツベル クリン」軟膏

濃盤酸脱脂結核 「ワクチン」軟膏

B群 二使用 セル製剤軟膏

1.結 核菌 「コクチグ ン」軟膏

2・BCG軟 膏

3.■ .:z,.'tt氏無 蛋白「ツベ ル クリン」軟膏

4.「 ツベル クロス トロー ミン」軟膏

5.最 新 「ツ・・'ルクリン」軟膏

6・ 混合 「ツベル クリン」軟膏

7・ 「ツ〈ごル ク リン」T.R.軟 膏

8.藷 「ッベ ルク リン」(傳研)軟 膏

禮 重3冠 以上 ノ可及的大 ナル白色健常家 兎3頭

テ以 テ1群 トナ シ第1及 ピ第2/2群 ラ準備

ス。各群 各頭 ラ通 ジテ同一操作 ラ施 ス.即 チ先

ヅ第1群 ノ家 兎 ノ背部 皮膚 テ廣範 二 勇毛 シ、

3.5糎 平 方 ノ皮膚面積 テ9ケ 所 二選定塵劃印附

シ、之 一=・A群ノ8種 類 ノ軟膏 テ各1 .0瓦 宛 約2

分 間塗擦 貼布 シ、残 リノ1ケ 所 ノ皮膚 ニハ何等

ノ操作 テモ施 スー トナ ク其儘 健常封 照皮膚 トナ

セ リ。

軟膏貼用後 ハ其 量=ラ「セ ロフ,ンJ紙 デ以 テ被 ヒ

絆創膏 テ以 テ固定 シ、更戸 其 ヒニ被服 テ着用 セ

シメ、n-一=ハ 「セル ロイ ド」板装 置 ヲ施 ス コト"

依 リ家 兎ガ爪叉 ハ菌牙 テ以 テ軟膏 テ剥離 スルコ

トヲ像防 セ リ。

軟膏 貼川後24時 間 ラ経 タ ル 時、 上記9箇 所 ノ

皮膚 ラ石油 「パ ンヂ ン」ヲ以 テ清拭 シ、各箇所 ヨ

リ0・5瓦 ノ皮膚 テ切 リ取 ル コ トニ依 テ下記 ノ9

種 類 ノ皮膚切片 テ得。

1

2

3

4

5

6

7
・

8

0
り

健常無膚置皮膚

結核菌「コクチゲ ン」膏軟貼用皮膚

AO膏 軟貼用皮膚

志賀感作結核 「ワクチン」膏軟貼用皮膚

渡邊結核 「ワクチン」軟膏貼用皮膚

薔「ッベルクリン」(バー クデヴ,ス)軟 膏

貼用皮膚

「ツベル クリン」B .E.軟 膏貼用皮膚

新「ツベルクリン」軟膏貼用皮膚

濃盛酸脱脂結核「ワクチン;軟膏貼用皮膚

次 二此等9箇 ノ皮膚切片 テ 個 々別 々二 〇.85%

食 駐 水中 ニテ充分 二血液 テ洗 ヒ去 リタル後、之

一 〇・5%石 炭酸加0.85%滅 菌 食盛 水2.Oce及

ピ滅菌海砂0・8瓦 テ加 ヘ テ 乳鉢 中ニテ約15分

間張力研 磨 シテ皮 膚 「エムル ジヨン」ラ製 シ、之

テ3000廻 轄30分 間 遠 心 シテ上澄液 テ得
。斯 ク

シテ得 タル、9種 類 ノ上澄液 中二含有 セラレタ

ル「才プソー ン」テ喰 菌卒 及 ビ「オ プソニ ン」係撒

テ以 テ表 ハセ リ.

第2群 ノ家 兎 ハB群 ノ製 剤軟膏 テ以 テ同様 ノ操

作 ラ施 シ・斯 クシテ得 タル雨實験 ノ成績 テ、雨

實験 二共通 ご使 用 シタル結 核菌 「コクチゲ ン」軟

膏 ノ成績 テ基準 トシテ紐 一的 二換算 セリ。



第9曇 】 嘉 ノ海=皮 内 「オ プ ソニ ン」最 κ崖 生 ヲ指 標 トナ セ1;各 種 桔 ギ 菌 製 剤 ノ比 較 脚

「オプ リニ ン」樵査

rオ ブ ソニ ノ」検査法 ハ大略 ライ ト氏 ノ試験 管内

法二従 ピタリ。即 チ先 ヅー定 ノ小硝 子器 中 二、

前記皮膚「エム ルジヨン」上澄液 ト黄色葡 萄歌球

菌液 トテ豫 メ同量宛混 ジ置 キ、次 二白血球 探取

用 トシテ準 備 セル 「モルモ っト」子背位 一 固定

シ、下腹部正 中線 二於 テ腹壁 二小孔4穿 チ、直

チニ硝子棒 ノ栓 子爲 ス。而 シテコ ・栓4弛 ノル

コトニ依 テ流出 セ ン トくル腹水 子敏速 ニー定 ノ

硝子毛細管中二吸取 ス。

次 二前記上澄液 ト菌液 トノ混和液 子、腹水 卜等

量二、室氣層 ノ間隙 ラ置 キ子吸 入 シ、之 ザ小時

計置上 二吹出 シ、反復 ヨ ク混和 シタル後 、更 二

他 ノ硝子毛細管中 二吸 入 £、37℃ ノ艀卵器 中 二

15分 間放置1タ ル 後、塗抹標 本 子作 リ、乾燥

後iメ 手一ルアルコー ル;ニ テ約7分 間固定 シ、

2%ノ ギムザ氏液 ニテ30分 間染 色 シ、 然"一後

二鏡検 セリ。

以上 ノ操作中白血球 ラ加 ヘテ ヨリ塗抹標 本 ラ作

ル マ デ ハ 極 斤 迅 速 一 シ テ 月 ツIl確 二 行 ハ ザ ル

(ごカ フ ス fi

鏡楡 二際 シテハ中性 多核白血球 ・輪廓正 ニク良

ク染 色 セ,しモ ノ・ミ400箇 一㌦11:ls100箇 一

封 スル4ミ均値4求 ・タ リ。

而:テ 菌盟 チ正 シク白血球 内二包喰 セ'しモ ノ、

菌龍 が白血球 ノ縁邊 二位7・ トモ包喰 シlll}ルノ状

が明 白二謹明 シ得 ラル ・モ ノ,乏ビ菌彊 ノ過 孚 ラ

包喰 セ,tモ ノ等?喰 細胞 トーiテ計上 セ リ。1箇

ノ白血球 内 二6箇 以 上 ノ菌 ラ包喰 セル モ ノ及ピ

・鏡槍上白血球 ノ核 ト菌艦 トノ焦黙距離甚 ク シク

異 レ,しモノ等 ハ除外 セ リ。

白血球100箇 中 二於 ヶ・レ喰 細胞数 イ 喰一,被 喰

菌数 β菌,及 ピ喰菌 ρ 「子」→以 テ表 ハ シ、 凡

テ ノ白血球100二 封 ス ・・菌数 → 喰菌卒,⇒ 以 テ

表 ハ シタリ。 マ タ健常無慮 置皮官 二於 ケ,レ 「喰

菌子 」身基準 トセル ρ喰菌子,ノ 比 堀 才プソニ

ン、係数 トナセ リ。

實験成績

A群 製 剤 ノ實験結果 ハ第1表 ヨ リ第4表 マデ及

ピ第1圖 二.B群 製剤 ノ實験結果 ハ第5表 ヨリ

第8表 マデ及 ピ第2圖 二示 サ レタリ。A.B雨

第1表 皮内,オ プソニ辺 最大産生ヲ指標

トナセル各種結核菌製剤 ノ比較

家兎第80壁 ♂ 饅重2㎜ 瓦6月2日

才プソ
可 検 免 疫 元 傾 菌 守 ニン」係

1率 籔

26450.261.00

651080.652.釦

52 ,・・880.521.96

鮮 ≡作骸 ワ㍗ 了=漏 「正
邊結 核 「ワe"ン 」i-i∬"E700.411.56-1-1-

32}550.321.22

_1_1_1
34600.34`ソベ ルrクリ ンIB.E1.33

'ツ ペ"30障 ρ・301・18

2814gll・28

群 ラ統一的 二換算 シタ,し成績 ハ第9表 及 ピ第3

圖 二示 サ レタリ。

第2表 皮内「オプソ・…へ 最大産生 ヲ指標

トナセ'レ各種結核菌製剤 ノ比較

家兎第81競 含 饅重2250瓦6月4日

可 楡 免 疫 元
}

健常無虞置皮膚

結 核 菌 一コ ク 千 ゲ ン」

AO
一

志 賀 惑 作 結 核 ・η ク
千 ン」

渡 邊 結 核 「ワ ク エ 〉』

雇 「ソ ペ ・ ・ リ ンー

(パ ー ワ予'ウ'ノ ス)

「ツ ペ ・、 ク リ}B .E
一

新 一ツ ペ レ 〃 リ ・.
ρ

濃 螢 酸 嚢 脂`ワ ク ニ
ン ー

il喰 「tプ ソ

喰 菌1子園 藪源

1522370.221.00

591000.592.70
-『 三愛「1蕊 腕 一δ万61

1.os

2635610.3;1。6・5

-1一 万1「 テ「 。
.32、.54
　 モへ

222q51t-).291.、

-1_i-

2228F,一 口,2S1.35
-一 一・;一・'一一 至5'ト 語 『 訂

1)誘1.57
-!一

、一;-

1924430,241.16
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の

嬉3表 皮 内 「オ プ ソニ ン」最 ノ、Mtkヲ 指 標

トナ セ'レ各 械結 核 菌 製 刺 ノ」七較

家 兎第82勢 兜 ♂ 囎,lt2100瓦6月61」

可 検 免 疫 元
」一■■一 一一一_一___ _r_

喰 菌
喰

ガ 菌
'俗

Tオ プ ソ

ニ ソ」係

敬 響心
2126170.26

46641.100丁64

3241730.41

283765

1.00『2吾 「

1.55

52

翌.凱 一53
253358

26丁 「

2329

0.371.38

600.34・1.28

1。110.29

0.31

0.33

1.13

1.23

2230520.301.11

第4表 皮内f才 プソ_ン1最 ノく産生 ヲ指標

トナセル各種結核菌製鰯 ノ比較

3頭 耶 均

可 橡 免 疫 元 喰菌 ゴ

Pt'ii";nt-pZiit,,J!t膚43。O

i核 菌 「コ ク チ ゲ ソ バ]腐[〇 一一

A(♪74.3

1峨 感 作 紹 核 「リ ク67 .7チ
ン1

渡 邊 結 核1ワ 〃 チ ソ」62.:S

葎1ヱ夢鋭 ノ♪ン」52・7
【ツ ペ'レ ク リ ンJBE54 .3

新 「ツペ'レ 〃 リ ン,IZBI:s

溜 鮪 姫 脂1リ 〃 チ48 .o
ン1

喰齢 吻 像

0.24

0。63

」__

(,。43

0.39

036

0.30

0.31

{,。33

i・.27

r將 ア
ニン,孫
敬
0

1二〇〇
π
}}　 -

1.73 一

1.58
　

1.46

1.24
一

1.27

1.33

1.12
-一

第1間(第1-4表 参 照)

「
才

プ

ソ

一一
ン
」
係

数

ー

ノ〃

2∫

〃

/.5

〃

o.5

可
検
免
疫
元

↓

宗之算〃 玩
一 一 一3鬼 第〃 調し

… 一一一 蓉鬼チノ2」娩

一 一一一32蔓 茅 均

B

E

ッ

ベ

ル

〃

リ

ン
」

「
パ
ー

ク
デ
ヴ

ィ

ス
」

花
U「
ツ

ベ

ル
ク

リ

ン
」

「
ワ
ク

チ

ン
」

渡
邊

結
核「
ワ

ク

チ

ン
」

志
賀

感

作

結

核

A

O

「
コ
ク

チ

ゲ

ン
」

結

核

菌

健

常

無
庭

置
皮

膚

第5表 皮内「オプソニン」最大産生 ヲ指標

トナセァレ各種結核菌製剤 ノ比較

家兎第88號 ♂ 盟重2300瓦6月21日

可 槍 免 疫 元 喰 菌 子
喰
菌
率

「オ プ ソ

ニ ン」係

数

健常無虎置皮膚 12 15 27 0.15
『 一 曾一

1.00-一 一

2.59

『 一 　_ 一

結 核 菌 「コ 〃 チ ゲ ン」 30 40 70 0.40

BCG 24 31 55 0.31 2.04

三埜 氏 無 蛋 白 「ソ ベ

ル ク リ ン」
}一 19
19

24 43 0.24 1.59

「ツ ペ ル ク ロ ス ト ロ

隔 ミ ン」 24 43 0.24 1.59

最 新 「ツ ベル ク リソ」 19 24 43 0.24 1.59

混 合 「ツ ベ7レ ク リ ソ」 16 20 36 0.20 1.33
「ソ ベ ル ク リ ン」「LR 12 18 30 0.18 1.11

奮 「ツペ2レ 〃 リ ソ」(傳
研).

14 18 32 0.18 1.19

1

「
ワ

η
チ

ン
」

濃

唖

酸

脱

脂

新

「
ソ

ペ

ル

ク

リ

ン

」

第6表 皮内「オプソニン」最大産生 ヲ指標

トナセル各種結核菌製剤 ノ比較

家兎第89號 ♂ 盟重2300瓦6月23日

可 検 免 疫 元 喰 菌 子
喰
菌
卒

「オプ ソ

ニ ン」係

殿

健常無虞置皮膚 12 16 28 0.16 1.00

結 核 菌 「コ クチ ゲ ン1 32 43 75 0.43
-2
.68

26 32 58 0.32 2.07BCG
　 一 一『 一 『　 一 一___

込 埜 氏 無 蛋 白 【ツ ベ

ル 〃 リ ン1
19 25 14 0.25

曜

1.57

「ツ ベ ル ク ロ ス ト ロ

ニ ミ_≧」
19 22 44 0.22 1.4σ

最 新 「ツ ベ ル リ 〃 ン」一 『 20 29 49 0.29 1.75

混 合 「ツ ベ,レク リ ら 18 23 41 0.23 1.46『
「ツ ベ ル ク リ ン」TR 17 21 38 0.21 1.36

奮 「ソ!《 ル ク リ ン」(傳
研 九

16 19 35 0.19 1.25
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第7表 皮内「オプソニv:最 大産生9指 標

トナセル各種結核菌製創 ノ比較

家兎第90號 ♂ 盟重2310瓦6月25日

吊 ト表 皮 内 擁 ブ ソ ー ン」最 ノく産 生 ヲ指 標

ト+セLvts・ 稲.kt,杉菌製 剤 ノ比 較

:s頭 挙 均

可楡 免 疫 元

1!

喰1菌 レf
ll

喰

菌
肇

健常 無虞 置 皮 膚e12!17129儀).17

繭三z胤ζ 亘匡 工 塑:__

コ轟 憲翻 薯r:二1:ll:ll

欝 ≒祠 市1市1.45

ロす プ ソ

ニ ～ 係

歎_._

玉・"、

2.14

1.76

新「ツペル川 一!灰「万 470.271.62

合 ソ ベ マレ リ リ シ

・ソ ペ レ ク リ}

172344)0.231.38

T.R1521360.211.24

`ツ ベ ル ク

(簿研)

リ ン116

}
211'?・70・21}1・'2S

オ プ ソゆ

可 検 免 疫 元 喰 菌 ∫ 喰 菌 寧 二'係

一 一_一_一 コ 墜_

健 常 蕪 噛?∵ 皮 膚12只.`DO.16,1.(X)
一 一一 一一一一 一一 一一 一 一 一 一一一 一一1

7200.生2桔 核 菌 ら"千Y}J2.57

BCG5」.3{{1.li:s2.OK

=・ ・t・llkENI白'7'〈16 .。 。.261.or
ル ウ1)・'」

ツ ベ ル ワ ロ ス ト ロ;2
.0{).231.5(1

一 ノ 」

癬鷺藷1
一
ソ ベ.フ リ ♪T.R

一
オ

プ

ソ

ニ

ノ

一係

歎

・

第9表

N,『 ソ ベ,レ ワ リ

(隻研)

欝=崖li;1
-一 一1-一 一

ノ34
.70.191.24

ノ!

2」「

2〃

!∫

〃

」

o

第2圖 第5-8炎 参 照"

皇t`',銑
一一一一 一fUノ ノ耽

。一一一一一一一1匡亀4∫ ノダ監

一一 一一.?q早 功

選難 擁∵乳1
墓

皮内「オプソニン」最大産生9指 標 トナセル各種結核菌製剤ノ比較

可襯 疫元 噺 磨 孟渕 可楡勲
健 常 無 庭 置

結 核 菌 「コ ク ≠ 」矧1器ilili器 騰
BCG

A 0

55.80.502.01

;74.30.B[.73
コッホ氏 無 蛋 白「ッ ベ ル

ア 「 ン

志賀 慈 作 結 核 「ワ ク≠}」

「ツ ペ 〃 ・ ス ト ・ 一 ミ ン:16・ .8io.35

渡 邊 結核 「ワク4ン

一 一一

最 噺 ソ ベ ル ク リ

奮 「ツ ペ,レ ク リ'.
一 ク ヂ ヴノη

一

混 合 ツ ベ ・ ク リ

1
ト

「ツ ベ プ プ リ}B .　

「ツ ペ ・・ ワ リ ・」T

,

新 ツ ペ1レ 〃 り

蔭 「ソ ベ ・'ク リ 》 』一

濃 覆酸 嚢 脂 「ワ ・二

オ プ ン

元 喰菌 子 喰 菌 卒 ニ ン」係

、 婁r(

εII等lilまll1{:雲

67.70.39

67.7iO.39
1

162.310.36

1.58

1.58

1.45

1.46

E5壬 。5

璽.51二t-)

ン 」 ・・h・o

59.こ づ0.3311.40
　 　　　　 コ

0.311.27
-

0,301・.;・a

　0
.3311.33

・・2gL2・

4S.010.271.】2
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鋸3圃(策9炎 金 照)

2〃

2.5

20

宇 ∠5
プ

ど
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徐
勲
lo
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B
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G「

コ
ク
千
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ン

結
核
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健
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膚

可
楡

免
疫
元

↓

「
ワ

〃
チ

ソ
」

濃

顛

酸

醗

脂
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傳

研
)

菖

「
ッ

ペ

ル
ク

リ

ン

一

新

「
ツ

ベ

ル
ク

リ

ン
」

T

R

「
ツ

ベ

ル

ク

リ

ン
」
B

E

「
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ペ

ル

ク

リ

ン
」

「
ツ

ベ

ル

ク

リ

ン
」

混

合
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核
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蛋

白

A

O

所見概括

第1表 ヨ リ第4表 マ デ 及 ビ第1圖 二於 テ示 サ レ

タ ルA群 ノ製 剤 ノ成 績 ラ見 ・レ・一一一、 結 核 菌 「コ ク

チ ゲ ン」ハ 「オ ブ ソ ー ン.係 撒 「2.48」 テ示 シ テ 最

高 二位 シ、 第2位 ハAOナ レ ドモ 實 撒 ハ遙 力_

下 ツ テ 「1・731即 チ100封 約70ノ 比 、 之 二 績 イ

テ 志 賀 感 作 結 核 「ワ ク チ ン」ノ「1.58」 、 渡 邊 結 核

「ワ ク チ ン」ノ「1.46」 、 薔 「ツ ベ・ル ク リ ン」(バ ー一

之 デ 立 ⊥ ろ)ノ 「1・24」、 新 「ツ ベ ル ク リ ン」 ノ

「1・33」、 「ツベ ル ク リ ン」B.E.ノ 「1.27」 及 ピ

濃 盤 酸 脱 脂 結 核 「ワ ク チ ン 」 ノ 「1.12」 ノ順 位 ナ

リ。

B群 ノ製 剤 二 於 テ ハ 第5表 ヨ リ第8表 マ デ及 ビ

第2圖 二示 サ レ タ ル 如 ク、 矢 張 リ結 核 菌 「コ ク

チ ゲ ン」ガ 最 高 ニ シ テ ソ ノ「オ プ ソ ニ ン」係 撒 ハ、

「2・57」、次 ハBCGノ 「2.08」 即 チ100封 約81ノ

比 、 之 二績 イ テ 最 新 「ツベ ル ク リ ン」ノ「1.65」 、

コ 。ホ 氏 無 蛋 白 質 「ツ ベ ル ク リ ン」 ノ「1.64」、「ッ

ベ ル ク ロ ス トロ_ミ ン」ノ 「1.50」
、 混 合 「ツ ベ ル

ク リ ン」 ノ 「1.39」、 「ツ ベ ル ク リ ン」T.R.ノ

「1・24」、 及 ピ 蔭 「ツ ベ ル ク リ ノ」(傳 研)ズ1.24」

ノ順 位 ナ リ。

結 核 菌 「コ ク チ ゲ ン」 ノ成 績 テ 基 準 ト シ テA.B

雨 群 ノ成 績 テ統 一 セ ル ニ 第9表 ノ如 シ。 之 テ圖

示 シテ 第3圖 テ 得 タ リ。

即 チ 結 核 菌 「コ ク チ ゲ ン」 ハ 「オ プ ソ ニ ン」係 数

「2.48」 ラ 示 シ薪 然 他 テ 歴 シ テ 最 モ 優 秀 ナ リ。 次

ギ ハBCGノ 「2.01」、AOノ 「1.73」。 即 チ結 核

菌 「コ ク チ グ ン」封BCG封AOノ 「才 プ ソ ニ ン」

係 数 ハ100:81:70ノ 比 テ示 シ タ リ。

以 上 ノ三 者 二次 グ 成 績 ハ 下 記 ノ順 位 テ示 シ タ

リ。

最 新 「ツ ベ ル ク リ ン」ノ 「1.59」 、志 賀 感 作 結 核 「ワ

ク チ ン」、 コ ・ホ 氏 無 蛋 白 質 「ツ ベ ル ク リ ン」 ノ

「1・58」・ 渡 邊 結 核 「ワ ク チ ン」 ノ「1.46」 、「ツ ベ ル

ク ロ ス トロ ー ミ ン」ノ 「1.45」 、 混 合 「ッ ベ ル ク リ

ン」ノ「1・40」新 「ツ ベ ル ク リ ン」 ノ 「1.33」 、 「ツペ
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ル ク リ ン」B.E.ノ 「1.27」 、 藷 「ツ ベ,し ク リ ン」

(バ ー ク デ ヴ1ス)ノ 「1.24」 、 薄 「ツ ベ ル ク リ ン 」

考

余等 ハ第1報 二於 テ皮 内「才プソー一二」最大産 生

二必要ナル結核菌 製剤軟膏 ノ好適 貼用時間 ハ24

時間 ナルコ ト子立謹 セ リ

マタ第2報 ヨ リ第17報 マデニ於 テ結核菌製剤

ノ代表的 ノモノ15種 ラ選 ピ、此等 ラ軟膏 ト爲

シテ皮膚 二貼用 ス ・し際 二冤疫元 子如何 ナル割合

二軟膏基質 中二混 ズル時、換 言'レ'ご 如何 ナル

分量 ラ使用 スル時、當該皮膚 局所 二最大 ノ免疫

・ 元性能働力(局 所性 「オプソニ;」 産 生P現 ハ ス

ヤテ検 シタリ。

本實験結果 ハ上述 ノ諸實験 二立脚 シ最大 量 「才

ブソニ ン」産生 二向 ツテ必要 ナル各種製剤 ノ好

適使用量 テ好適貼 用時間 グケ貼用 シテ得 タルモ

ノナ レバ其 ノ示 サ レタル「オプソニ ≧ 係数 ハ各

製剤 ノ成 シ途 ゲ得 ル最大 限度 ノ晃疫元 性能働力

ノ記録 ト見ルベキモ ノナ リ。

検査 二供 スベ キ製剤 ガ15種 類 ノ多数 ニ シテ、1

度 二同一家兎 ノ皮膚 二於 テ實験 テ行 フコ ト困難

ナリシ爲、便宜上此等 テ2分 シ實験?2同 二分

ケテ行 ピタリ。然 レ トモ任意 ノ1ツ ノ製剤(本

實験 二於 テハ結核 菌 「コクチゲ ン」)ラ 雨實験 二

共通 二使用 シ、 ソ ノ成績 ラ・基準 トシテ雨實験成

績 ラ統 一的 二換算 シタルモ ノナ レバ其間 二試獣

ノ個性 ノ相違 ヨリ來 ル、誤差 ハ完全 二除外 サ レ

タルモ ノト認 メ得 ペ シ。

故 二本實験成績 ハ冒頭 二於 テ述 ベタルガ如 キ成

績 ノ判定 ラ混筑 セ シムル虞 レア'レー切 ノ雑件 ノ

支配 テ完全 二除外 シタル眞 二嚴正 公ZFナ ル各製

剤 ノ最大免疫元性能働 力 ノ数字的表示 ナ リ。

今其 ノ成績 テ看 ルニ(第9表 及 ピ第3圖 参 照)、結

核菌 「コクチゲ ン」ハ掲 リ抜群 ノ成績(2.48)テ 示

シ全 ク他 ノ追從 テ許 サズ。BCG(2.01)及 ピAO

(1・73)モ本 實験 中Aテ ノ・優秀 ナル部類 二屡 スル

モ、猫 ホ且 ツ結核 菌「コクチゲ ン」一及 バザル コ

ト遠 クシテ、 「コクチグ ン」封BCG封AOノ 成

(簿 研)、 「・ソts'iL?リ ン」T.R.ノJ1.20」 及 ピ

濃 盟 酸 脱 脂 結 核 「ワ ク チ 靴 ノ「1.12」 ナ リ キ。

察

績 ハ100:81:70ノ 比4示 シ タ リ。

ヒ記 三 者 二 次 ゲ モ ノ ハ 最 新 「ツベ ル ク リ1」

(1.591、 志 賀 感 作 結 核 「vク チ ン」(1.58)及 ピ コ づ

*氏 無 蛋 白 質 「'ソr・'・し ク リ ン」(1・581ノ=『 者 一 シ

テ殆 》 ド同 一 ノ数 ノ戸 暴 ゲ タ リ。

渡 邊 結 核 「σ ケチ ン」(1.461、 「ヴ ペ ・レク ロ7・ トロ

ー ミ}J(1 .451及 ビ混 合 「・ソベ ル ク リ ン」d.401

等 ハ 何 レモ 大 同 小 異 一 シ テ比 較 的 劣 弱 ナ,レ 成 績

ラ/ド シ タ リ。

新 「ツ κ ル ク リ ン戸1.33)、 「ツ ベ ル ク リ ン」.

B.E.11.271.薔 「ツ ベ ル ク リ ン、(パ ー ク デ ヴt

ス)(1.24>、 蕗r'・ソベ ル ク リ ン;(傳 研)(1・20)、

「ツ ベ ル ク リ ン」T .R.{1.201及 ビ濃 藍 酸 脱 脂 結

核 「ワ ケ チ ン」(1・12)等 ハ 本 實 験 二 於 テ ハ 最 劣 等

ノ成 績 テ示 シ タ リ。

齊 シ ク 「結 核 菌 』テ 出 登 材 料 ト シ テ製 出 セ ラ レ タ

ル 此 等 ノ製 剤 相 互 間 二 斯 ク ノ如 キ著 明 ナ ル 優 劣

ノ差 ノ存 ス ル ハ 如 何 ナ ル 理 由 二 依 ル モ ノナ リ

ヤ 。

此 ノ問題 ラ考究 セ ン爲 二各製剤 テ夫 々 ノ特徴 ラ

基礎 トシテ大別 スルニ次 ノ如 シ。

1.「4ム ペ ヂン」テ破却 シ、 水溶性菌物質 ノ ミ

ラ使用 シタル モ ノ.

結 核菌 「コクチゲ ン」

ll.特 殊 培養 二依 ル モ ノ(「イムペ ヂ ン」含有菌

盟 ト「イムペヂ ン:含 有 水溶性菌物質 トノ混合1。

BCG

AO

志賀 感作結核 「ワ ラ千 二」

コ,ホ 氏無蛋 白質 「'ソベ ・しラリ孔

渡邊結核 「ワ ク千 ン.

皿.特 殊藥 品二依ルモ ノ

「ツ ベ ル ク ロ ヘ ト ロ ー ミ ン ・

濃 盛 酸 脱 脂 結 核 「ワ ク チ ニ」

IV.菌 盟 ノ ミ#使 用 シ?ル モ ノ。
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辛斤「ツ 《ごル ク リ ン 」

「・ソベ ル ク リ:」T .R.(バ ー ク デ ヴ ィ ス)

V・ 基 腋 ノ ミ ラ 使 川 シ ルtノ 。

'Sti「
・ソ'・'ル ク リ ニ1(傅 研)

鰹 「・ソベル クリ}」 い・一 クデヴ ィス)

Vl.菌 艦 ト基液 トラ共 二使川 シタルtノ 。

」皮新 「ッベ ルクリン」

i昆合 「・ソベ ル クリン」

「ツt"'ル ク リン」B .E.(ハ ・一 クデヴ 、7・)

即 チ「Cム ペ ヂ ⊃1ラ破却 シ,水 溶性菌物質 ノこ

ラ使用 シタル結 核菌「コクチゲ ン」ガ最優 秀 ナル

成績 テ示 シ、之 二次 グモ ノハ特殊培 養 二依 ルモ

ノー一シテBCGラ 竿≡頭 二他 ノ4製 剤 モ何 レモ可

ナ リノ成績 ラ基 ゲ タリ。

次 ギハ菌罷 ト基液 ト子共 二使 用 シタルモ ノニ シ

テ就 中最新 「ツベル クリ ン」ノ敷果 ハ全製剤 中第

4位 テ占 メタ リ。

然 レドモ特殊藥 品 二依 ルモ ノ、菌禮 ノミテ使 用

シタルモ ノ及 ピ基液 ノ ミテ使用 シタルモ ノ等 ハ

何 レモ不良 ナル成績 テ示 シタ リ.

以 上 ノ事實 ハ鳥 潟教授 ノ免疫學設 二櫨 ツテ ノミ

完全 二設明 シ得 ルモ ノナ リ。即 チ同教授 ノrヒ張

ノ、'ドノ女ロシ0

11一 切 ノ細菌性免疫元ハ免疫元 ノ他 二免疫 機

轄 テ阻止 ス ル物質 仰 チ「イムペ ヂン」)ラ 含有

シ、 コ ノ「イムペヂ ン」ハ 囁 氏100度 ノ 煮沸熱

(一定時間)二 依 リテ破却 セラレ、而 モ免疫元 ハ

依然 トシテ保 存 セ ラル。

2)細 菌禮(死)ハ 免疫元 テ含有 ス レ ドモ、菌禮

ソレ自身ハ白血球 過少 ラ惹起 スルガ故 二晃疫元

トシテノ敷力 ハ殆 ン ド無 シ。

3)細 菌膿 ノ水俘游液(即 チ普通加熱 「ワクチ

ン」)ガー定 ノ免疫数果 テ有 スルハ其 ノ基液 中 二

溶解 シ居 ル菌物質 ノ作用 一 シテ、從 テ純 細菌禮

ノミー シテ、基液 ガ溶解性菌物質 テ含有 セザ レ

バ免疫元 タルノ實 際上 ノ赦果 ナ シ。

4)大 多撒 ノ細菌性免疫元 ハ水溶性耐煮沸性 ナ

ル ガ故 二細菌禮 ヨリ基液 中 二煮沸浸出 セ ラル ・

モ ノナ リ.

5)免 疫1己 ノ本態 ハ水溶性膠質化學 的物 質 ニ シ

テ、 水一;イ;溶性 ナル「菌照 ソ レ自身」ハ免疫元 タ

ル ノ慣値 ナキ{ノ ナ リ。

帥 チ病原性 大 ナル結 核菌 ノ正常純培養 ヨリセル

煮菌液 ヨリ菌艦残 渣 ラ棄 テ水溶 性菌物質 ノこテ

使 川 セ シメ、 且ツ免疫 阻II:物質(「 イムペヂン」)

テ破却 シクル コ トハ「】クチゲ ン」ノ最 モ優 秀ナ

ル成績 テ示 シタル最大 ノ理由 ナ リ。

余等 ハ既 一第3報 ヨリ第17報tpデ ニ於 テ「ッペ

ルクロλ トロー こン」及 ピ濃勲酸脱脂結核 「サ ク

チ ン」ラ除 ク他 ノ凡 アノ製剤 中 三ハ「イムペヂ ン」

ガ含有 サ レ居 ル コ トテ立誰 シ、 「イムペ ヂン」存

在 二起因 スル抗原能力減弱 ノ事實 ラ明 白西 シタ

リ。

伊 藤肇博士 ハ腸 窒扶 斯菌 「ワ クチ ン」二於 テハ菌

禮 ヨリモ基液 ノ方 ガ遙 カニ大 ナル免疫元性能働

力 アル テ立謹 セリ。 又藤綱 博士 ハ 虎菌 「ワクチ

ン」二就 テ、猪 口博士 ハ 赤痢菌 「ワクチ ン」二就

テ同様 ノ事實 テ立謹 セ リ。

結核菌 「ワクチ ン」二於 テモ亦然 ルペ キハ明白ナ

リ。即 チ本邦製新 「ツベル ク リン」及 ピアメ リカ、

バー クデヴ ィス會肚製 「ツベ ル ク リン」T.R.ノ

如 クソノ製造 工梶 二於 テ菌禮 テ磨砕 シタル後、

洗條 シ以 テ有赦 成分 ラ含有 スル基液 テ放流 シ、

菌禮 ノミテ集 メ、新 クニ食藍 水 二浮游 セ シムル

等 ノ操作 ラ加 フル時 ハ免疫元性物質 ハ洗條 液若

シクハ基液 中 二溶 解 シ去ル ガ故 一、 出來上 リタ

ル「ワクチン」ソ ノモ ノハ免疫元 性物質 ノ大部分

ラ失 ヒ、軍 二毒力 ノミラ駿揮 スル菌匿 浮游液 二

過 ギザルナ リ。 本實験 二於 ケル成績 ノ劣 等 ナル

ハ元 ヨリ其 ノ所 ニ シテ鳥 潟教授 ノ圭張 ト全 ク相

一致 スルモ ノナ リ
。

然 レドモ菌罷 テ除去 シ基液 パ テ使用 シタル薔

「ツベル ク リン」ハ前者同様 二甚 グ劣等 ナル成績

テ不 シタ リ。

此 ノ理由 ハ既 二 第3報 及 ビ第14報 二於 テ述 ベ

クルガ如 ク菖 「ツベル ク リン」中一ハ本邦製、 ア

∠⊥ ≧製 テ問 ハズ多量 ノ「イムペ ヂ ン」ガ合有 セ

ラレ居 ツテ其 爲 二免疫元性能働 力 ノ低 下 テ來 セ
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ルハ勿論 ナ レ ドモ、更 二大 ナ・し原因 ハ白〔二武野

博士二依 テ指摘 サ レタ几如 ケ本剤 ハ其 ノ製造工

程 ガ非學衛的 ナル爲 二苑疫元性物 質 ・、莫大 ナ

ル損失 テ來 シ、反封 二毒 力及 ピ「イムペヂ づ 等

ノ有害物質 ノミガ主 トシテ保存 セラレクルニ蹄

スルモ ノナ リ。故 二暇 令菌盟 が除 去 セうレタリ

ト難モ軍ニ ソレ ノミニテ完全 ナル苑疫 元 ト醒 ス

ルコト能 ハザルハ勿論 ナ リ。 『免疫元』ナル物質

ノ本態 ハ抑 々何物 ナ,しカ ノ學術的見解'有 セサ

ル者 ノ爲 ス所 ハ往 を二 うテ此 ノ如 シ。

菌盟 ト基液 トラ混合 シ々,・モ ・ハ菌儒 ノミラ使

用シタルモノヨリモ優 秀+ル 成績 チ示 シタリ。

就中大血製最新 「ツベbレクリ》」ハ15種 ノ製剤

中第4位 子占 メタリ。 本剤 バー名結核菌乳剤 ト

構 セラル ・モ ノー シテアメリ 里 製 「ツベル クリ

ン」B.E.ハ 之 ト同様 ナル製品 ナ リ。然 レ ドモ

ソノ免疫元性能働力 ハ本邦製品 ハ遙 カニアメリ

カ製品 子凌駕 セリ。

混合 「ツベル クリ ー」ハ藷、新、最新 ノ3「 ツベ

ル クリン」テ夫 々1.3.6ノ 比 二混 合 シタルモ

∂ ノナレバ其 ノ成績 モ此等3者 ノ中間 二位 スルハ

當然ナ リ。

特殊培養 二依 テ製 出 セ ラ レ タルモ ノハBCG

(2.01)、AO〈1.73、 テ初 メ トシテ最新 「ツベ ・レク

リン」{1.59吸 ピ無蛋 白質一ツベル クリ:・-1,1・58)

等 凡テ1.5以 上 ノ抗 原性能働力 ラ示 シタリ(第

9表 参照)。

佛國 ノカル メリ ト、 ゲ ラ ン雨氏 ハ牛型結核菌 弓

5.0%「 グ リセリン」加牛膿汁馬鈴薯培養基 上 一

230代 培 養 シタル ニ該菌 ハ病原性?喪 失 シ、而

モ免疫性 テ保持 セ リ トPt-i、 之 ブBCGト 命名

セリ。病原性無 シ ト構 セ ラル ・モ亦 タliム ペ

ヂン」 テ産生 スルコ トハ卒 尾、奥村 ノ雨氏拉 二

余 ノ第17報 ノ實験 二依 リ明 白ナ リ。

本實験 二於 テハBCGハ15種 類 ノ製剤 中、結

核菌 「コクチゲ ン」二次 イデ100封81ノ 比e以

テ第2位 テ占 メ、特殊培養 二依 ル製剤 中ニテハ

AOテ100封86ノ 比 テ以 テ凌駕 シ、最 モ優秀

ナル成績 テ示 シタ リ。

BCG二 次 デ優 秀 ナ ル ハ 「・rtニ ン」培 養 二 依 テ

結 核 菌'抗 酸 性 子脱 却 シ、 更 二 水 溶 牲 菌 物 質 ノ

iチ 成 分 トナ シ タ1しAOナ リ。 結 核 菌 「コ ク チ

ゲ ニ」二封7・rレAOノ 抗 原 性 能 働 η ノ比 ハ100:

70ナ リ o

結核菌 手「トリ'・フラビン」一=培養 シ、 之 ラ'1;結

核 苑疫甑1腎 子以 テ感作i、 之 ト「エ リトロジ ン」

肉汁培養基 二培 養 ヒ'し結核菌 ノ濾過液 トラ混合

ヒル志賀感作結核「ワクチー.・、 乏⊥本氏無蛋白

質培養 基二培養 シ テ製 シタル 乳ッ渉 氏無蛋 白質

「ツベ,し クリ};及 ピ 「エ リ トロ ジン1加 無蛋 白

「ホモ ゲー-1・J培養 ノ結核菌1菌 隈…1ト熱#加 ヘザ

ル「エ リ トロ ジン、 ツベル クリン」(基液1ト テ併

用 シタル渡邊結核 「ワクチ}」 等 モ夫 々全盟 ノ第

5及 第6位 子占sタ リn

斯 ケノ如 クー般 二特殊培養 二依 リテ製 出 セラ レ

タル製剤 ハ酸、藍基等 ラ使用 セ,・他 ノ製法 二依

ル製剤 ヨリモ免疫元性能 働力強大 ナ リ。然 レド

モ爾結核 菌 「コ クチゲ}ノ 成績 ニハ遠 クノ乏バザ

ルナ リ,

勿論此等特殊培養 二依 ル製剤 ハ凡テ 「イムベ ヂ

ン」二含有 シ、 ソノ爲 ニー一定度 ノ冤疫元性能働

力ノ減弱e來 £・ル ハ 事實 ナ レ ドモ1第4報 、第

9報 、第11報 、 第13報 及 ビ第1丁 報 琴照)、 サ

リトテ此 ノ1'・fムペヂ ン」#破 却1テ サヘ モ爾 ホ

且 ヅ コ クチゲ ン」ノ示 一iタル晃疫性1副 直ニハ到

達 セザ ルモ ノナ リ1第17報 全實験 ノ絶括馨照)r

是即 チ「コ クチゲ ンー以外 ノ此等 ノ製剤 二於 テハ

免疫元性物質 ノ抗 原性 が最 初 ヨザ コ ケチゲ ン1

ノ抗原性 二比 シテ劣弱 ナ ・しコ トニ蹄 ヘル モ・ナ

リ。

結核 菌ドコ クチゲ ンニハ特殊培 養 斗行 ヒ セ'・{ノ

ニ非 ズ。軍 二普通 二培養 ニチ充 分発育 七㌧最 モ

自然 二近 キ、・卜=源性 モ毒力 モ保持 セーtレタし1有

ヨリ「{ム ベチ ンー學 詫 二從 チ製 出 ビラしタ ルモ

ノ ナ リ
。

蓋 シ培養基 ヤ菌艦 二特殊 ナ ・繰 作、若 シク・・慮

置 子加 ヘテ、或 ハ菌醒 ・一部 タ'し譲様初質 手腕

却 シ、或 ハ菌固有 ノ毒 力ユ減弱 セ シム'・等 ノ如
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キハ細菌 ノ自然性(本 來 ノ性質)轟 背反 人ルモ ノ

ニ シテ、斯 クノ如 ヤ操作若 シクハ麗 置ハ免疫元

性物質 ノ・5>.M一匿ソ 損失 テ來 人ノミn.Ll'.ラズ其 ノ

性質Lノ 劣弱性 テモ惹起 スル モ ノナ リe

墨 者往 々『全免疫1山 ナル語 テ使用 ス。然 レドモ

『全免疫 元』トハ免疫副1清 数
、無赦或 ハ有害等

ノ辮 別無 クシテ、 盲H的 二病原菌 ノ純培 養全部

ラ集 メ來 リタル モ ノタルコ トラ意1;R7stN'キ ー一非

ズ。 免疫元 トシテ有敬 ナルモ ノ ・こラ探取 シ、

免疫 上有害 ナ ル物 質(「 イムペ ヂ ン」)及 ビ成分

(不 溶性菌禮)テ 除外 シタルモ ノラコソ 『全免疫

元』トシテ指 λベ キナ リ。

今 ヤ結核菌純培養 テ「イムペ ヂ ン」學 説 二從 テー

定時間煮沸浸 出 シタル「コクチゲン」ハ、或 ハ肉

汁培養 ヨリ得 タル濾液 ナル薔 「ツ・・ル クリン」、

或 ハ特殊培養 ニ ヨリテ所 謂臆様物質 テ設却 シタ

リ トカ、毒力 テ喪失 セ シノ タリ トカ思考 セ ラル

ルAO,BCG等 ヨ リモb抗 原性能働力 ガ 明白

一大(20・-30%」 曾大)ナ ル ハ 抑 々何 ラ意味 スル

ヤ。是即 チ性状或 ハ性質 テ痩 化 セ シノタル結核

菌 ヨリハ「全免疫元』ラ探 取 シ得 ザ ルコ トラ意味

スル モ ノニ非 ズ シテ何 ゾヤ。結核 菌 トシテノ固

有 ノ性質 テ全部完全 二保有 スル強 力 ナル培養 ヨ

リ探取 セ ラレタル「コクチゲ ン」ノ如 キモ ノニ シ

テ始 メテ 「全免疫元」ナル栂 ラ冠 セラルペキナ

リ。

濃厚 ナル酸、盟基等 ラ以 テ結核菌 テ塵理 シ抗原

性 ノ大部分 テ破却 シタルガ如 キ製品 二至 リテハ

其 ノ愚劣 ニ シテ非學 術的 ナル コ ト驚 ク可 ク、全

然批評 ノ限 リニ非 ザルナ リ。

結

現今市販 二供 セラレル結核菌製剤 中 ヨリ代 表的

ノモ ノ1.5種 テ選 ピ、皮 内非特殊性 「才 プソニ

ン」ノ最大産 生 テ指標 トナ シ テ 製剤 ノ免疫元性

能働力 テ統一的 二比較 シタル ニ下記 ノ結 果 テ得

タ リ。

1・ 「オ プソー ン」係撒 ノ大 ナルモ ノヨリ順次列

基 ス レバ次 ノ如 シ。

1.結 核菌 「コクチゲ ン」(2.48)

ll.BCG(2.01)

皿.AO(1.73)

IV・1)最 新 「ツ ベ ル ク リ ン」(大 血)

2)志 賀 感 作 結 核 「ワ ク チ ン」

3)コ ッホ 氏 無 蛋 白 質 「ツ ベ ル ク

リ ン」

V・1)渡 邊 結 核 「ワ ク チ ン」

2)「 ツ(ご ノレク ロ ス トロー・ミ ン」

3)混 合 「ツA"iル ク リ ン」(大 血)

VI・ 新 「ッ ベ ル ク リ ン」(大 血)

V皿.1)「 ツ ベ ル ク リ ン」B.E.

(バ ー ク デ ヴ`ス)

2)菖 「ツベ ル ク リ ン」

(1.59)

(1.58)

(1.58)

(1.46)

(1.45)

(1.40)

(1.33)

(1.27)

論

(バ ー ク デ ヴ ィ ス)

3)蕗 「ツ ベ ル ク リ ン」(傳 研)

41「 ツ ベ ル ク リ ン,T.R.

(バ ー ク デ ヴ 哩ス)

V∬.濃 盟酸脱脂結核 「ワクチ ン」

(1.24)

(1.20)

(1.20)

(1.12)

2.以 上 ハ任意 ノ黄 色葡萄状球菌 二封 スル 「オ

ブソー ンJノ 最大産 生 ・・,,於ケル抗原 性能働力 ノ

表示 ナルガ、 此 ノ事實 ハ結核 菌 ノ菌 種族特殊性

ト無 關係 ナルモノら シテ、從 ツテ亦 タ各種結核

菌製剤 ノ抗原性 能働力(特 殊 性及 ピ非特殊 性)ノ

忠實 ナル数字 的比較 テ意 味 スル モノナ リ(八 田

捨二、 林勝長、桑原 下學、武野周 一等)。

3・ 全免疫元 トハ細菌純培養 ノ全部 テ指 スノ謂

二非 ズ シテ、免疫 上有害無敷 ナル物質 バ ラ除

外 シタル モ ノタルコ トテ意味 ス。 從 テ特殊 ノ培

養 方法 ニ ヨリテ結核 菌 ノ病原性 テ喪失 セ シメタ

リ トカ(AO)或 ハ所 謂腫様 被包物 テ除去 セ リト

カ構 スル モ ノ、又 ハ強烈 ナル酸、盤基等 テ作用

セ シメタルモ ノハ 『全免疫元』ト構 スル コ トテ得

ズ。

4.『 結核菌全免疫元』ハ今 日ニテハ唯 「コクチ
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ゲ ン」アル ノ ミナ リ。 「コクチゲ ン」ガ他 ノ製剤

二比 シ顯著 ナル差 テ以 テ薪然最大 ノ抗原性能 働

力 ラ示 スノ所 以ハ實 二此鮎 二在 リテ存 ス。

5.「 コクチゲ ン」ト封照比較 ス ル コ ト無 ク シ

テ、任意 ノ製剤 ノ赦 力 テ任意 二云 々ス,・コ トハ

學術 ノ冒漬 ナ リ。

6.結 核冤疫 二於 テモ亦 タ ・般苑疫 ノ研究 ト同

文

1)有 馬 頼 吉,結 核 ノ豫 防 二 就 テ.結 核.昭 和7

年.第10卷.第4競.2)有 馬,青 山,太繩.結

核免 疫元 ノ研 究.結 核.大 正13年.第1卷.第1

競及 ビ第2號.3)藤 綱 農一,免 疫 元 トシテ ノ

菌體 ノ償債.日 本 外 科 賓 函.昭 和3年.第5卷.第

1盤 及ビ 第2號.4)藤 綱農 一,普 通 加 熱「コ レ

ラワクチン」ノ免疫元性能働力 ノ研究.東 京醫學

會雑誌.昭 和2年.第41卷.第10號 及 ビ第11盤.

5)畚 野静朗,皮 膚ノ局所免疫 局 所性「オプソニ

ン」産生)二就テ.日 本外科賓函.昭 和8年.第10

卷.第1盤 及ビ第5號.6)八 田捨二,後 天性

免疫發生機轉 ノ實驗的研究.日 本外科賓函.昭 和

8年.第10卷.第1號 及 ビ第2號.7)平 尾 猛,

BCGノ 産 生 ス ル「イ ムペ ジ ン」ヲ破 却 スルニ 必 要

ナル好適 煮沸 時 間 ノ研 究.日 本 外 科 賓 函.昭 和8

年.第10卷.第4號.8)平 尾 猛,BCGモ 亦 タ
「イムベ ジ ン

」ヲ産 生 ス ル ヤ.日 本 外科 賓 函.昭 和

8年.第10卷.第4號.9)林茂,各 種 結 核 菌

成剤 ノ免 疫 元 性能 働 ノ比 較 研 究.結 核.昭 和4年.

第7卷.第10競.10林茂,傳 研 製 奮 「ツベル

ク リン」ノ含有 ス ル 喰 燵 作 用 阻 止 物 質 ノ立證 結 核.

昭和4年.第7卷.第11號.11)林 茂,結 核 菌

「ワクチ ン」AO生 ,煮 雨 液 喰 燧 作 用 促 進 能 力 ノ差

別.日 本微 生物 學 病 理 學 雑 誌.昭 和5年,第24卷

第7號.12)猪 ロ淸 是,傳 研 製 赤 痢 菌 「ワク チ

様 二『免疫元』ノ本態 ハ 果 シテr菌 儒」ソレ自身

力、 「水溶性菌物質」カ、或 ハ「感染」ソレ自身二

非 ザ レ・蝿 疫 ハ獲得 セラレザル 丸6カ ノ基礎的

研 究 ラ必要 ト入'レモノナ リ。 此等 ノ比較研究無

クシ テ漫然 トシテ結核 免疫剤 多提供 ス,しが如 キ

ハ非學衛的 ナル コ トノ薩 グシキモ ノナ リ
。

獄

ン」.「ワ クチ ン」上 澄 及 ビ「 ワ クチンン」含 菌體.免

疫 學 的 研 究.東 京醫 學 會雑 誌.昭 和2年.第41卷.

第7號 及ビ 第8號.13)伊藤 肇,「 ワクチ ン」.

「ワク チン 」上澄 及ビ 「ワ クチ ン」含 菌體 ノ免 疫 學

的 研 究.日 本 外 科 賓 函.昭 和 元 年.第3卷.第1號.

14)税 所 亥 二朗,抗 酸 性 菌 ノ醗 脂 法 二就 テ.結 核.

昭 和5年.第7卷.第6號.15)北 里 柴 三朗,結

核 ノ「ツベ ル ク リ ン」療 法.細 菌學 雑 誌 第199號.

331頁.16)北 里 柴 三朗,「 ソベル ク リン」皮 膚

反應 及 ビ無蛋 白 ツベ ル ク リン」ヲ以 テ セル 比較 試驗

.東 京醫 事 新 誌.第1775號.5頁.17)百 瀬 一

一
,脱〓 様 質 結 核 菌 「ア ンチ ゲ ン」作 用 ノ知 見 一

就 テ.東 京醫 學 會 雑 誌 第.27卷.(1711頁)18)

武 野 周 一.各 種 結 核 菌 成劑 ノ効力 ノ 比 較.結 核.

昭和8年.第11卷.第11菰.19)武 野 周 一,奮
「ツ ベル ク リン」(傳 研)二 於 ケル 「イムペ ジン

」 ノ

吟 味.日 本 外科 賓 函.昭 和8年.第10卷.第5號.

20)武 野 周一,結 核 免疫 元AO二 於 ケ ル 「イム

ペジ ン」ノ吟 味.日本 外科 賓 函.昭 和8年.第10卷.

第5號.21)Torikata,R.,Koktoprticipitinog-

eneundKoktoimmunogene.Bem1917.22

TorikatqR,DieImpedinerscheinung,Jena

1930.23)渡 邊 義 政,一 新 結 核 免 疫 元.第 一囘

報 告.結 核.昭 和2年.第4卷.第5豊.

特殊性見疫 ト非特殊性見疫 ト～拉行性 二關スル文獄

1)渡1賜 謬郎,日 本 外科 賓 函.昭 和8年9月1日.

第10巻.第5號.2)八 田捨 二,日 本 外 科 賓 函.

昭 和8年1月1日.第10巻.第1競 及 ビ 第2號.

3)林 勝 長,日 本 外 科 賓 函.昭 和9年9月1日.第

11巻.第5競.第984頁 ・4}桑 原 下 學,東 京 一B

學 會雑 誌 昭 和h、 年4しi25日.第49廿.・5'4競.

第592-3頁.5)武 野 周 「vate2・ 昭 和,'年11

月25日.第11巻.第11豊.




